
甲南大学主催
業界・企業研究講座

広告特集企画・制作　朝日新聞社メディアビジネス局

　3月1日の企業説明会解禁目前の2月12・13日。甲南大学主催の「業界・企業研究講座 in TOKYO」が、東京都渋谷区の国立オリンピック記念青少年総合センターで
開催された。参加校は甲南大学のほか、首都圏から成蹊大学、成城大学、武蔵大学、九州から北九州市立大学の5大学。128人（うち甲南大学73人）の大学3年生・修
士1年生が、業界説明会、グループディスカッション演習など、本格的な就活に向けて密度の濃い2日間を過ごした。

業界説明会に
参加した企業
（50音順）

キヤノンマーケティングジャパン／ジンズ／スズキ／大正製薬グループ／東急エージェンシー／日本アクセス／
パソナグループ／三井住友銀行／三井住友ファイナンス＆リース／ＵＣＣ上島珈琲

キャリアセンターから

キャリア教育は厳しく、
そして手厚く
甲南大学
キャリアセンター所長
経営学部教授

北居 明さん
　甲南大学では就活に向けての演習を始め、学

生一人ひとりに寄り添ったキャリア教育を行っ

ています。寄り添うといっても、それはもちろん、

甘やかしのお手伝いではありません。売り手市

場といわれる今の就職環境ですが、将来自分に

とってよりよい仕事を主体的に考え、目的意識

を持って自らの努力でキャリアを手にしてほしい。

だからこそ、時には厳しい指導も行います。

　今回の講座は、環境の異なる5大学の学生が

参加することで、日常とは違った緊張や刺激を

受け、目前に迫った就活に向けて自分を見直す

良い機会だと考えています。

甲南大学「ネットワークキャンパス東京」

　
１
日
目
。
企
業
に
よ
る
採
用
選
考
で

よ
く
行
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
G
D
）
演
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ
ー
ス
株

式
会
社
人
事
部
の
平
井
健
一
さ
ん
が
、

企
業
が
G
D
を
行
う
狙
い
を
説
明
す

る
。
企
業
側
の
目
線
に
立
ち
、
G
D
開

始
に
あ
た
っ
て
定
義
づ
け
を
行
う
重
要

性
。
さ
ら
に
発
表
の
コ
ツ
＝
〝
結
承
結
〞

（
ま
ず
は
結
論
か
ら
述
べ
、
そ
の
理
由

を
語
り
、
最
後
に
結
論
で
し
め
く
く

る
）
な
ど
、
実
践
的
な
ス
キ
ル
が
伝
授

さ
れ
た
。

　
演
習
は
１
グ
ル
ー
プ
５
〜
６
人
で
２

回
実
施
。
時
間
内
で
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
グ
ル
ー
プ
と
し

て
の
結
論
を
ま
と
め
て
発
表
。
そ
の
後
、

各
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
ら

が
講
評
す
る
。
１
回
目
は
〝
選
択
型
〞

テ
ー
マ
で
、
二
つ
の
目
的
か
ら
選
択
す

る
パ
タ
ー
ン
。
席
替
え
後
の
２
回
目
の

テ
ー
マ
は
〝
自
由
討
論
型
〞
。
自
分
た

ち
で
定
義
づ
け
を
し
て
、
協
調
し
な
が

ら
結
論
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

　
「
大
学
に
よ
っ
て
カ
ラ
ー
の
違
い
を

感
じ
た
と
同
時
に
自
分
の
強
み
も
発
見

で
き
た
。
た
だ
漠
然
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、
定
義
づ
け
の
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
た
」（
成
城
大
・
女
性
）
、「
２
回

の
演
習
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
役
割

に
気
づ
け
た
。
就
活
で
は
周
り
に
振
り

回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
強
み
を

出
し
て
い
け
れ
ば
」（
甲
南
大
・
男
性
）、

「
テ
ー
マ
に
対
し
て
根
拠
を
持
ち
、
論

理
的
に
話
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

初
対
面
の
人
と
い
か
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
築
き
上
げ
る
か
も
重
要
」（
成
蹊
大

・
女
性
）
。
G
D
演
習
を
通
し
て
客
観

的
に
自
分
の
長
所
短
所
を
感
じ
、
今
後

の
課
題
に
気
づ
い
た
よ
う
だ
。

　
学
内
選
抜
を
経
て
２０
人
の
学
生
が

参
加
し
た
北
九
州
市
立
大
学
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
の
見
舘
好
隆
教
授
は
「
G
D

は
主
に
学
内
で
練
習
し
て
い
ま
す
が
、

東
京
、
関
西
の
学
生
と
行
う
こ
と
で
よ

り
実
践
的
な
能
力
が
身
に
つ
く
。
同
時

に
、
違
う
地
域
の
学
生
と
知
り
合
う
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
。
他
大
生
が
持
つ
就
職

活
動
の
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
他
大
生
の
視
点
を
通
し
て
自
分
の

足
り
な
い
点
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
、
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
た
。

本
番
さ
な
が
ら
に
　
自
分
の
特
性
を
認
識

グループディスカッション

企業人事担当者による講演会・業界説明会（午前）

昼食会・業界説明会（午後）

参加学生茶話会、OB・OG懇談会

　
2
日
目
。
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
総
務
・
人
事
本

部
の
釘
本
健
太
郎
さ
ん
は
、
会
社
で
働

く
こ
と
＝
「
プ
ロ
」
と
し
て
、
将
来
の
自

分
の
市
場
価
値
を
考
え
る
大
切
さ
を

講
演
。
ま
た
、「
今
の
時
代
、
単
純
に
情

報
を
得
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

情
報
を
多
く
集
め
て
ス
マ
ー
ト
に
物
事

を
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
就
職
活
動

の
本
質
と
は
異
な
り
ま
す
」
と
訴
え
、

「
具
体
的
に
自
身
が
ど
の
よ
う
な
会
社

の
力
に
な
れ
る
の
か
、
説
得
力
の
あ
る

自
己
ア
ピ
ー
ル
に
磨
き
を
か
け
て
く
だ

さ
い
」
と
時
代
性
を
踏
ま
え
た
ア
ド
バ

イ
ス
で
締
め
く
く
っ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
業
界
説
明
会
は
、

５０
分
間
の
業
界
説
明
を
５
社
ま
で
参
加

で
き
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
午
前
、
午
後
に

わ
た
り
、
金
融
・
商
社
・
メ
ー
カ
ー
な
ど

合
計
１０
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
人
事
担

当
者
が
業
界
の
仕
組
み
、
企
業
情
報
な

ど
を
説
明
し
た
。
学
生
た
ち
は
盛
ん
に

メ
モ
の
手
を
走
ら
せ
つ
つ
、
積
極
的
に

質
問
。
自
分
の
働
く
姿
を
明
確
に
し
た

い
思
い
が
、
各
ブ
ー
ス
で
見
ら
れ
た
。

　
株
式
会
社
日
本
ア
ク
セ
ス
人
事
・
総

務
部
の
松
阪
道
太
郎
さ
ん
は
「
真
剣
に

話
を
聴
き
、
質
問
し
て
く
る
学
生
た
ち

に
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
企
業
訪

問
を
通
し
て
、
自
分
は
何
を
し
た
い
の

か
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
働
く
イ
メ
ー

ジ
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
学
生
た
ち
の
思
い
を
受
け
止
め
た
。

多
様
な
企
業・業
界
の
理
解
を
深
め
る

　
午
前
の
業
界
説
明
会
終
了
後
は
、
企

業
担
当
者
を
囲
ん
で
の
昼
食
会
。
学
生

た
ち
は
自
分
の
希
望
す
る
業
界
の
担
当

者
が
座
る
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
。
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
に
も
、
学
生
た
ち
か
ら

は
貴
重
な
話
を
聴
き
逃
す
ま
い
、
と
い

う
貪
欲
な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
午
後
の
業
界
説
明
会
。
午
前

の
部
同
様
に
、
学
生
た
ち
は
自
分
の
興

味
あ
る
業
界
の
説
明
を
興
味
深
く
聴
き

入
っ
て
い
た
。

　
大
正
製
薬
株
式
会
社
人
材
開
発
部

の
牧
野
純
一
さ
ん
は
「
企
業
は
〝
今
何
が

で
き
る
か
〞
で
は
な
く
、〝
１０
年
先
、
２０

年
先
に
自
分
は
ど
う
生
き
て
、
ど
う
仕

事
を
し
た
い
の
か
〞
を
し
っ
か
り
考
え
て

い
る
学
生
を
望
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の

こ
と
を
、
自
分
の
言
葉
で
し
っ
か
り
語

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」
と
、
就
活

に
臨
む
際
の
心
構
え
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
た
。

　
株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
人
事
部

の
澤
藤
可
奈
子
さ
ん
は
「
学
生
は
ど
う

し
て
も
、
内
定
＝
受
験
の
意
識
が
強
く
、

ひ
と
つ
で
も
多
く
の
内
定
を
取
る
こ
と

に
目
が
向
き
が
ち
で
す
。
目
標
は
内
定

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
に

入
っ
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
現

す
る
こ
と
で
す
。
仕
事
は
厳
し
い
で
す

が
、
私
た
ち
人
事
は
厳
し
さ
も
含
め
、

事
実
を
学
生
に
知
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
る
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
い
時
は
、
企
業
担
当
に
疑
問
点
を

率
直
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
ウ
ェ
ブ

情
報
だ
け
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
ら
足
を

運
ん
で
情
報
を
と
り
に
い
く
大
切
さ
を

語
っ
た
。

人
事
担
当
と
の
貴
重
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
G
D
後
の
茶
話
会
は
、
打
ち
解
け
た

学
生
ど
う
し
、
就
活
情
報
や
連
絡
先
を

交
換
す
る
な
ど
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

ん
だ
。
そ
の
後
甲
南
大
学
の
学
生
は
、

首
都
圏
の
企
業
で
活
躍
す
る
卒
業
生
と

夕
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
の
懇
談
会
。

多
様
な
業
種
か
ら
こ
の
日
集
ま
っ
た
１７

人
の
O
B
・
O
G
は
、
仕
事
の
内
容
や
就

活
体
験
談
、
時
間
の
使
い
方
な
ど
学
生

な
ら
で
は
の
悩
み
相
談
、
同
窓
だ
か
ら

こ
そ
わ
か
る
長
所
短
所
を
語
っ
た
。

　
住
友
電
装
株
式
会
社
の
藤
田
智
大

さ
ん
は
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
持

っ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ
た
印
象
。
知
っ

て
い
る
企
業
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知

ら
な
い
企
業
こ
そ
、一
歩
踏
み
込
ん
で
広

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
。
国
立
研
究

開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）
の
植
本
有
海
さ
ん
は
「
か

た
く
な
に
業
種
を
絞
る
の
で
は
な
く
、

こ
う
し
た
機
会
を
利
用
し
て
い
ろ
ん
な

企
業
や
業
種
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も

大
切
で
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
株
式
会
社

東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
桝
本
む
つ
み

さ
ん
は
「
就
職
後
も
仕
事
を
楽
し
む
ス

タ
ン
ス
は
、
自
分
を
す
て
き
な
場
所
へ

と
導
い
て
く
れ
る
大
事
な
要
素
。
就
活

も
〝
苦
し
い
〞
で
は
な
く
、
自
分
の
新
し

い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
思
っ
て
大
い
に

楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
か
わ
い
い
後

輩
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

仲
間
と
の
交
流
　
貴
重
な
先
輩
の
体
験
談

Time Schedule

甲南大学　理
工学部

金丸 朝香さん
OB・OGから
時間管理法を
　今回この講座に参加したことで、

希望企業を見つけることができました。毎日実験などで忙

しく、体育会のマネジャーもしています。そこに就活も入っ

てきて、時間がないことが悩みでした。OB・OGの方から

時間の使い方のアドバイスをいただき、これからを前向き

に頑張りたいと思いました。

　参加して感じたのが、他大学の学

生のハングリー精神。大いに刺激を受けました。GD演習

では自分の立ち位置や役割分担、発言方法など細かい箇

所まで考えるきっかけになりました。就職内定がゴールで

なく、その先、社会人としてどう生きていくかを考える大切

さを学びました。

 これだけ多様な業界の話を、1日で

聴ける機会はめったにないと思い参加しました。食品業界

志望ですが、メーカーと卸の役割や仕事の違いなどがクリ

アになり、働く具体的なイメージがわきました。他大学生

とのGDでは、自分の強みや弱みを比較しながら客観視で

きたことが収穫です。

　「就活は情報戦」と聞いていたの

で、学外の友人とネットワークを作り、情報をたくさん得る

ことができました。東京や関西の仲間たちの現在の就活

状況を聞き、自分は少し遅れていると実感。私の就活スイ

ッチも本格的に入りました。ここでしか会えない企業もあ

り、とても刺激的な2日間でした。

武蔵大学　経
済学部

山下 翔大さん
他大学の仲間から
たくさんの刺激

甲南大学　法
学部

加藤 聖也さん
働く姿をイメージ
強みと弱みを客観視

北九州市立大
学

経済学部

江木 翔子さん
就活スイッチがオン
刺激的な2日間

東京での活動拠点として首都圏の就職活動を全面的に
バックアップ。東京駅直結のサピアタワー10階にあり、
移動にも便利な立地。

初対面ながら活発な議論。「敵ではなく議論を深め合う
仲間」の意識が根付いた

各テーブルについたキャリアセンター職員らが、改善点を指摘

業界ごとに先輩が待つテーブル。自然と輪ができる

互いの熱意が伝わる距離感で行われた

昼食を囲み、説明会とは違う和やかな雰囲気どのブースも学生たちの真剣な表情が印象的だった

（月）

（火）

ど
ん
よ
く

掲載日 3月4日 3月2日 念校 全13段


